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１ 重点目標の評価 

重点目標１「分かる授業を追求する（楽しい学校）」について 

評価指標①「児童は主体的に学習を行い、考える力を育んでいるか。」は、保護者の 84％が「十分達成し

ている」「達成している」の評価である。児童アンケート「重点目標１」「進んで学習に取り組んでいますか」

は、91％が「よくあてはまる」「まああてはまる」と回答しており、児童が主体的に取組み考える力を育む

授業を実践した成果である。評価指標②「児童は基礎的・基本的な学力を身に付け、『できた』『わかった』

という充実感を感じているか。」は、保護者の 86％が「十分達成している」「達成している」の評価である。

児童アンケート「全体の評価」設問 1「授業の内容はよくわかりますか。」は、97％が「よくあてはまる」

「まああてはまる」と回答している。学校が「教員の指導力の向上」と「安定した学級経営」に向け尽力し

てきた結果である。また、全国小学校社会科研究協議会「全国研究大会会場校」として、授業で児童の主体

的な学びの姿を参観していただきたいとの校長の強い意志が教職員の授業改善につながったといえる。 

重点目標２「授業規律・生活規律を徹底する（規律ある学校）」について 

評価指標①「全ての児童が、ルールやきまりを理解し、自分たちで進んで守ろうとしているか。」は、保

護者の 73％が「十分達成している」「達成している」の評価だが、児童アンケート「全体の評価」設問 7「学

校の約束を守っていますか。」は、92％が「よくあてはまる」「まああてはまる」と回答し評価に乖離がある。 

保護者の設問内容の理解や児童の実態把握について分析・検討し実態を明らかにすることが大切である。 

評価指標⓶「教職員は児童の人権を尊重している」、評価指標③「人権教育や道徳の授業」は、ともに高い

評価を得ている。教職員が「規律ある学校」を目指し、児童一人一人の人権を尊重する教育を実践するとと

もに児童が互いに他者を尊重し学び合う実践のなかで、授業規律や生活規律を徹底する教育活動を意図的・

計画的・組織的に取組んできた成果である。 

重点目標３「新しい校風を創造する（愛される学校）」について  

評価指標①「児童一人一人に学校の一員、地域の一員としての意識を高め、歴史と伝統ある学校・地域へ

の愛情を深めているか。」は、保護者の 93％が「十分達成している」「達成している」の評価である。児童ア

ンケート重点目標３「日本橋小学校や地域のことが好きですか。」の設問で児童の 95％が「よくあてはまる」

「まああてはまる」と評価している。学校が日本橋小学校の地域の歴史・文化・人材・産業などに着目し、

地域と協働した教育活動を実践してきた成果である。評価指標⓶「日本橋小学校らしさ」93％、評価指標③

「地域教材の開発と地域人材の活用」94％と、ともに高い評価を得ている。地域・保護者・児童に「愛され

る学校」を目指し、地域を歩き、そして地域に学び、地域の「ヒト」「モノ」「コト」と絆を深めてきた結果

である。児童が地域への愛着が深まるよう地域の伝統や文化を学習に取り入れたり、児童の学校生活や成長

の様子を積極的にホームページなどで発信したりした成果である。 

２ 今後の改善に向けた意見 

○保護者アンケートにおいて、全ての項目において高い評価を得ていることから、今後とも継続しながら充

実・深化を図ることを期待する。 

○重点目標３「新しい校風を創造する」を展開するなかで、伝統の継承と新しい時代に求められる学校教育 

の創造を目指し、教育内容の吟味と地域との協働の在り方について検討を期待する。 

３ その他の意見 

○若手教員の増加や地域・保護者の学校への期待の多様化など、課題解決に向けた学校教育が求められてい

る。本校は「楽しい学校」「規律ある学校」「愛される学校」を目指し力強く実践されており、管理職をはじ

め教職員の尽力に心から感謝を申し上げる。 


